
大野川中流域における旧石器時代

研究の基礎調査に）一製紙工場前遺跡－

橘 昌　信

　　１　はじめに

　大野川中流域は東九州における旧石器時代研究

の中心的存在とみなされ、実際大野町をはじめと

する周辺地域で数多くの回訓が採集されており、

また発掘調査も進められ、多くの成果を上げつつ

ある。大野川中流域はこれまでに発見された旧石

器時代の遺跡・資料の数的な豊富さもさることな

がら、この地域におけるテラフの良好な堆積は、

他地域との層位的な関連も含めて、今後旧石器時

代研究に多大な成果をもたらすものとして注目さ

れている。

　大野町の製紙工湯前遺跡および隣接する大野高

校遺跡では各種のナイフ形石器や剥片尖頭器と考

えられる石器、それに縦長剥片などが咀当数出土

しており、大半の資料については、既に紹介され

ている。何分とも採集資料であるためその共伴関

係については全く不明であり、また出土の地層も

明らかにされていない。そこで製紙工場前遺跡に

ついては大野川中流域の遺跡の分布状況の把握、

さらに採集資料の分析、出土潮位の確認などを目

的とした基礎調査の一環として、昭和５１年１月

から２月にかけて基礎調査を実施したのである。

　２　遺跡の立地と環境

　祖母・煩山系、阿蘇外輪山それぞれに源を発す

る県下最大の河川である大野川は阿蘇山の東側に

拡がる広大な溶岩台地を浸食して、複雑な地形を

つくりあげている。また流域の各所には河岸段丘

が発達しており、旧石器時代の遺跡の多くはこの

段庄七および開析が進んだ台地の平担な箇所にみ

られる。

　製紙工湯前遺跡は大分県大野郡大野町大字田中

字如勝庵に所在している、遺跡は鎧岳（標高890

z万）南麓に拡がる舌状台地上に占地している。標

高２ １ ｏ～２３０携を測るが、南方に向けてゆる

やかに傾斜している。西側は、大野川の小支流で

ある深町川によって深く切り込まれており、この

川を挾んで大野高校遺跡が対峙していろ。東側も

小川が流れており、水田が営まれている。一方南

側は２ｏｏ～３ｏい刀の標高を有する広大な「大

野原台地」へと続き、台地上には大塚遺跡、今峠

遺跡、宮地前遺跡などの旧石器時代の遺跡が数多

く点在している。

　　３　遺跡と土層の堆積

　製紙工場前遺跡は、昭和４２年頃から地元の大

野高校郷土部などによって資料の採集が行なわれ

ている。遺物の分布は、現在茶畑になっている箇

所を中心として、ある限られた狭い範囲が予想さ

れるため、遺物包含層確認のための試掘ピット

（１×い77）は茶畑を中心に実施した。

　第１ピットは茶畑の西側にあたる一段高くなっ

－18－



第１図 製紙工場前遺跡の位置と周辺の旧石器時代の遺跡

た畑地に、第２・第８ピットは茶畑に直接続く北

側の地点、さらに東側の一段低くなった畑地に第

４・第５ピットを各々設けた（第２図）。都合５

個のピットを設定して試掘を実施したが耕作の関

係で上面はかなり削平を受けており、茶畑西側の

一段高くなった地点に設けた第１ピットにおいて

のみ安定した層序の観察を行なうことができた。

　第１層　黒褐色のサラサラした耕作土層で、第

１ピットで約２５ａの厚さを有し、東側の谷へ向

かって厚さを増し、第５ビットでは7rヽ㎝を副る。

　第１層　黒色をした比較的しまっか肖で、第１

ピットは約５ａ、第５ピットでは約むｏａの厚さ

をしている。

　第１層　黄色～撥色を呈しており、一般に「ア

カホヤ」あるいは「第１オレンヂ」と呼称されて

いる鬼界カルデラ起源の火山灰層で、第１ピット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー14

で約1 o rx、第８ピットで２ い涼前後堆積してい

る。

　第Ⅳ層　黒色～漆黒色をしたやや固くしまった

土層で、第１ピットで２ｏａ余。第３・第５ピッ

トでそれぞれ６ｏ～１２ｏａと厚い堆積がみられ

る。

　第Ｖ層　茶褐色のローム質土層で、いわゆるソ

フトロームに対比されるものと考えられているも

ので、第２ピットをのぞく各ピットにおいてはほ

ぼ２ｏａ前後の厚さで堆積しており、第VI層との

境界は不明瞭で漸移的に変化している。な抑第１

ピットにおいてこの層の上面から土器の細片とチ

ャート片が、またⅥ層との境から流紋岩製の剥片

がそれぞれ出土している。

　第Vl a層　暗褐色を呈し、固くしまったローム

質の土層で、いわゆるハードロームに岨当し、そ



第２図製紙工場前遺跡試掘ピットの位置

の上・下面とも不整合な堆積をみる。第１ピット

で約６ｏ３、第４ピットで１３ｏａ以上の厚さを

有している。当遺跡における旧石器時代の主要な

遺物包含層と推定されるものであり、第１・第４

ピットのVI層上部において数点の遺物が出土して

いる。

　第Vl b層　Vl a層に比較してやや全体的に明る

いことから区別した層であり、土壌化が進んでい

るが姶良Ｔｎ火山灰層と考えられよう。第１・第

２ピットで１ｏ～２ ０ｒ･の厚さがみられる。なお

次の第Ⅶ層との境いは凹凸を呈している。

　第VI層　茶褐色～暗褐色を呈するローム質の土

層で、粘質が強く固くしまぅている。第１ピット

で４０Ｊ、第２ピットで９０ａを副る。この層は

色調においてはそれほど明瞭でないが、大野川流

域で見られる暗色帯（黒色帯）に対比される土層

と考えられる。

　第Ⅷ層　Ⅶ層と同ぼな色調を呈しているが、土

質は異なり、全体的に粒子が荒くザラザラしてい

る。第１ピットではその上部を確認しただけであ

ったが、第２ピットでは約５ｏａの厚さを測るこ

とができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15
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第３図　試掘ピットの土層堆積柱状図

　第Ix a層　灰白色のブロック状を呈する降下軽

石を含ひ火山灰層でIx b層への漸移層である。第

２ピットで約１０Ｊの厚さがみられる。

　第1x b層　黄白色～黄灰色を呈する久庄起源の

降下軽石層で、一般に「マメンコ」と呼ばれてい

るものであり、第２ピットにおいてその上部を確

認することができた。

　以上、製紙工場前遺跡の試掘ピットにおける地

層の観察を行なったが、大野川中流域における堆

積と基本的に符合するものと理解することができ

る。初期の目的であった当遺跡における文化層の

確認については、出土した資料が極めて僅少でし

かも表面採集で得ている様な定型化した石器が全

く認められないこともあって、その目的を充分達

成するまでにはいたらなかった。しかしながら、

第１・第８ピットの観察による限り、製紙工場前

遺跡における遺物包含層として、第Ｖ層下面～第
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よび大野高校遺跡の採集資料



=1E包の上ｿﾞｎこﾊﾞ:':;･･1すて、すなわちハードローム上

部を中£こ一つの文化層が、具体的なデータ……-'r･

示唆されるのである。

　４　資　　　　料

　採集営利　これらの資料は、大野高校在職中の

烏養孝好氏ならびに大野高校生徒によって、製紙

工湯前遺跡および隣接する大野高校グランドにお

いて採集されたもので、大野高校郷土部において

実見する機会を得た資料である。なお営利の大部

分は速見考古４、５号に掲載されているため、こ

こではその補足という意味で、若干の米発表資料

を加えでその概要を記すことに留めておきたい。

ナイフ形石器いヽ司１）製紙工場前遺跡の

石器組成中最も優勢な器種であり、素材および加

工の部位からいくっかのタイプに分類することが

可能と唇われる。１～４は、比較的厚味のある横

剥ぎの剥片を素材に甲いて、背部と基部とにやや

｡粗い調整を諮したものである（第１類）。１・２

と比較して８・４は、刃部が想定される一側辺の

状況や鋭い尖頭部を意図した加工などから、剥片

尖頭器としての器種を予想させる要素がみられる

がここでは一応ナイフ形石器として挙げておく。

この４､屯の資料のうち４のみ大野高校クラウンド出

土である。５～７・１１は形の整った縦に長い剥

片を素材にしてその打面側に集中的に加工を㈲し

て基部としたナイフ形石器である（第Ｌ肴）。た

だ７についてのみは完成された石器の形似は他と

間際であるが、素材は横剥ぎの剥片が使用されて

いる。これら４点のナイフ形石器は、いずれも剥

片の鋭いエッヂを刃部および鋭い先端としてうま

　　く活用している。　１１は先端部を斜めにトリミン

　　グを行なって鋭く　、ており、これらのナイフ形石

　　器の機能に切ると同時に刺すことを意図している

　　ものと考えられる。８・９は縦に長い剥片を素材

　　に用いている点では第Ｕ類と共通するが、背部の

　　ブランティング加工が剥片のｰ九回辺にほぼ限られ、

　　残りの一側辺が刃部とされろものである（第里類）。

　　１０は、素材とした縦長剥片を斜めに截断して背

　　部と基部を形成してい削まば三印形をした美麗な

　　小形のナイフ形石器である（第IV類）。

　　彫器（１２）不定形な剥片のー端に互いに直

　　交する二面の彫刻月面を有しており、二元が交わ

　　るエッヂの部位にさらに小さな調整を施している。

　　大野高校グランドでの採良行列である。

　　尖頭器（１３）大形の縦に長い剥片の主要剥

　離西にのみ、その側辺全体にわたって丹念な調整

　が施され、剥片の打西側に尖頭部を形成している。

　図示していないが、IU､七言膳に比較的大形で縦

　長の剥片を素材にして、士誤射雑菌の副辺のみに

　加工を施した尖頭器が１爪出土している。

　　縦長剥片いいべ７）雨⊃類～第IV類のナ

　　イフ形石器の素材が想定ぶれるものである、　１４

　　は、先端が尖ｈ吊･万邨ナケ刀示ド游のように顕著

　　なも､のでないｽﾞ爪甘言荷足）天測辺に小さな剥離西

　　が観察されるのでド参上してみなすことも可能で

　　あろう。また、い犬１６の側辺のｰ一-ざいこjま使用

　　痕とおぼしきものが観察される。なほ１７の大剥

　　離西には主要剥離西と逆な方向からの剥離西が認

　　められ、これと同様な状況は、１０の小形のナイ

　　フ形石器にも観察される。１６は大野高校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

　　の出土である。当遺跡出土の剥片は図示した形の整っ

17－
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第５図　製紙工場前遺跡の発堀調査資料
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た縦長剥片の他、ややずんぐりした縦長で打面と　　質のスレート、あるいは無斑晶流紋岩と呼ばれて

逆の一端が片方によっている「ノ」の字形のもの　　いるものである。

もみられる。｡剥片の打面は平坦打面を基本として　　　発掘資料　図示した１８点の資料は、調査時に

おり、打角は１ １ｏ°前後に集中する傾向がみら　　おいて採集されたものと、本来の包含層と推定さ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる地層から出土したものである。

　製紙工場前遺跡および大野高校グランドで採集　　　１８は、縦に長い剥片の基部側の主要剥離面に

された石器類の石材は、濃淡の差はあるもののい　　のみ調整が加えられた石器であるが、器種につい

ずれもグレーに近い色調をおびた緻密な石質であ　　ては不明といわざるを得ない。第１ピットの第Ｖ

る。大野川中流域出土の石器の大半を占めるもの　　層下面の出土である。１９は、小さな平坦打面を

と同質であり、一般にはホルンフェルス、凝灰岩　　残す縦長剥片で、打面と逆の一端を欠損している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18－



一前回刀打しよりに使用によるものと思える小さ

な刃こばざ……｡･ﾊﾞ覗祭される。第V!の層上部から出土

している。２ｏは比較的大形で厚昧のある縦に長

い剥片である。打面は二つの剥離面によって形成－

され､頭部調整がみられる｡打面と逆の一端の大剥

離面の一部に疎の表皮および石咳調整剥離を残し

ており、剥片剥離作業の初期の行程での剥片と考

えられる。第４ピットの第VIの層上部から出土し

ている。２１は第１ピットの第Ｖ層上部から出土

した剥片であり、石材がチャートであることと、

共伴した小さな土器片それに出土層位等から縄文

時代早期の所産として大過ないであろう。２２は

第４ピットの第Vl a層上部から出土した不定形な

剥片である。

　２３～３ｏはいずれも調査時における安保およ

び第１層の表土層から出土した資料である。

　２３は当遺跡における典型的な、形の整った縦

長剥片でナイフ形石器の素材として最適と思われ

る。２４も縦に長い剥片であるが断面に厚昧があ

る。２５は級長剥片で打面側を大きく欠損してい

る。他はいずれも不定形な小形の剥片であり、26 ・

29は他の普遍的な石材と異なり、黒耀石製であ

る。

　５　ま　と　め

　①五ケ所の試掘ピットにおいて旧石器時代の所

産と考えられる遺物は二つのピットの第Ｘ層およ

び第Ⅵの層上部から僅か４点しか出土していない

のであるが、当遺跡における旧石器時代の包含層

はソフトローム下郎～ハードローム上部にかけて

が予想される。またそれ以外の層においては全く

１９

認められないことから、採集されている石器類に

ついては第Ｖ層下ド～第Vl a崩上部から遊離した

ものと考えられる。これまでに遺物が集中的に採

集されている茶畑と同レベルで近接する第２ピッ

トにおける崩字がこの事を示唆しているものと思

える。すなわち、第２ピットでは厚さ５０Ｊ前後

の耕作土崩がみられ、その直下の土層は第Vla層

となっており、しかもその上部にまで削平がおよ

んでいるのである。

　②当遺跡における石器群組成の特徴としては、

中心的な存在である第1類～第IV類のナイフ形石

器のバリエーションがあげられる。横剥ぎを素材

にした全般に粗い調整を施した第１類のナイフ形

石器の中には素材に用いた剥片をうまく利用した

尖頭器（剥片尖頭器）との関連を考慮しなければ

ならないであろう。また大形剥片の主要剥雑菌側

辺に沿って集中的な加工が施されている尖頭器は、

石器組成中相異な存在として注目される。

　石器組成中に、近接する大塚遺跡出土のいわゆ

る「九州型ナイフ形石器」や宮地前遺跡・小牧遺

跡において出土している細石呟・細石刃を全く含

んでいないことは、当遺跡の編年的位置を考慮す

る際の重要なポィントとされる。

‘②製紅工湯前遺跡と出附勺近似する遺跡としては大野

町の今峠遺跡、大野郡三重町の百枝遺跡II ・Ⅳ層、

それに大野郡清川村の岩戸遺跡第１文化崩が考え

られるであろう。これらの三遺跡における石器群

で基本的な共通するものとして、石器組成中にい

わゆる「九州型ナイフ形石器」といわれる比載的

大型のナイフ形石器がみられないことまた細

石咳・細石刃を伴っていないことである。さらに



これらごﾊ遺跡における石材としてスレート･無斑　　ないため詳細は不明である。ただこの遺跡の石器

品放校岩・ホルンフェルスなどと呼称させるもの　　組成中片面加工の尖頭器、各種のナ　フ形石器が

で大半が占められていることも挙げられる。また　　存在しており、しかもナイフ形石器に横剥ぎの剥

層位的にはいずれの遺跡､も黒色帯（暗色帯）、お　　片を素材にしたものや、表裏の剥離方向が不一致

よび姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）より上位の地層から　　なものなどみられないことなどに製紙工湯前遺跡

遺物が発見されていることである。次に各々の遺　　と共通した要素が指摘できそうである。

跡の石器財と製紙工場前遺跡のそれとを簡単に対　　　④以上のことを踏まえて、製紙工湯前遺跡の時

比してみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期的な位置づけについては百枝遺跡のⅣ層に最も

　まず今峠遺跡についでは当遺跡で出土している　　近いものと考えておき、同遺跡の迢層、岩戸遺跡

ナィフ形石器と同様なものがみられ、また横剥ぎ　　の第１文化層、それに今峠遺跡などとも比較的近

に近い剥片を利用したナイフ形石器とも尖頭器と　　接すろ時期を予想するものてある。

も決定しがたい石器が出土している。一方、製紙　　　工湯前遺跡の基礎調査にあたっては、竹田高校

工場前ド百枝・岩戸の各遺跡において認められて　　教諭の鳥菱孝好氏にお世話になった。大野高校郷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上部では採集資料を快よく拝毘させていただいた。

いない台形様石器が存在しハ小形で幾何学形のナ　　別府大学史学科の下村悟、富永直樹、中村和正、

ィフ形石器も含めて、細石器様相が看取されるよ　　ｽ忙､ｺﾞﾆ］で言言昌ご回

うであり、石器組成から製紙工堪能遺跡の石器群　　わしたい。

に若干曳行すると考えられよう。この事は出土層位　　　【参考文献j

ご観察ども符合すろ仁Dと告える、すなわち今峠　　ｏ清水宗昭　「九州東北部における後期旧石器時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代の様相」　大分県地方史７７　１９７５

遺跡ではいわゆるソフトロー･ムの中部から下部に　　ｏ芹沢長介　「大分県岩戸旧石器時代遺跡」

かけて文化層ｶ想定されるのに対して、製紙工場　　。⊇よ言よ長二足。｡ﾐ製

前遺跡は前述したようにソフトロームの下郎から　　　品。」　日本考古学・古代史論集　１９７４

ハづロづ･上々に≒層いやに回・あ　゜悶‰言ﾜ言言で昌詐言回回

る｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博物館研究報告２　１９７８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ烏養孝好ぐ百水宗紐付息爪啓史　「大野川流域

　次に互枝遺跡に９いてであろがヽ本報告の発表　　　における先土谷時代賢回」　速見考占4　1回3

がされでヽないため比較検討を行なえないのであ　　寸竺ｺﾞ二‰ﾂﾞ‰ﾌﾟﾂﾞﾂ

るが、第１層は「剥片尖頭器」、第IV・抑らにに　　　ｏ平目哲夫　「越中巾ﾗ｛七百邱Ｄこみる国府系統

「剥片尖頭器」と「ナィフ形石器」カモれぞれ出　　詣竺言言詣言詣回昌尚言

土している様であり、石器組成の面からすれば製　　　る火山灰層」　クロボク　１９７８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ吉留秀敏　「大野川流域における旧石器文化研

紙工場前遺跡は第IV層のそれにより近似するもの　　　究の現状」　クロボク　１９７８

と予想されよう゜　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ認4j?編
平

J4a;大7で万で前遺跡発掘調査

　最後の岩戸遺跡第１文化層についても報告を見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－20－
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